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資 料

大学体育実技授業が卓球のス トローク技術に及ぼす効果

福永 哲 夫

The Effect ofthe School of Table Ten五 s on the Stroke Ski■ s

Tetsuo Gukunaga

Abstract

The percentage of table tennis strokes failed in continuous practice of 20 or 50 rallies with

forehand and backhand strokes was estimated as the skill test of table tennis (R'Test).

The percentage of strokes failed at R-Test in physical education class decreased from 23-23%

to ll-l,Vo through university school period (April to September). It is considered that the physical

education class at university is useful for the table tennis to become skillful.
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大学体育実技授業が卓球のスキルに及ぼす効果

を見たこれまでの報告。では約 13週間にわたる 1学

期間の授業によって,ス トロークミスが減少する

傾向がみられた。

本研究ではこの報告と同 じ方法によって卓球授

業を実施 した時のスキルの変化を見ようとするも

のである。

方 法

授業は1987年度 2・ 4学期 (1987年 10月 -1988

年 2月 )に実施され,対象となった授業クラスは

2学年 1ク ラス46名 , 1学年 2ク ラス (夫 々48名 )

であった。授業内容はほぼ前報 。と同 じであった。

卓球のスキルを見るためのテス トとして,前報
1)

と同じラリーテス トを行 った。

結果と論義

ラリーテス トでの ミス率を表 1-3に示 した。

授業開始当初は ミス率は約23%か ら33%を示 した。

この結果は前報
'1の結果 (授業開始時の ミス率平均

30%)と もよく一致 した。図 1-3は各 クラスに

見られる授業にともなうラリーミス率の変化を見

たものである。何れのクラスにおいても授業が進

むにともなってミス率が減少する傾向が見られた。

授業開始時と約 15回の授業終了時とで ミス率を比

較するために,授業開始時の ミス率を 100%と す

ると,終了時の ミス率は木曜 4限のクラスでは34

%,土曜 2限では50%,そ して,月 曜 3限では54

%と なり,何れのクラスにおいてもラリーミスは

始めの約 1/3か ら 1/2に減少する傾向がみられた。

前報。でラリーミスの少ないものはどシングルスの

表 1 月曜 3限 2年生の卓球授業に伴うラリーミス率の変化

表 2 木曜 4限 1年生の卓球授業にともなうラリー ミス率の変化

授業実施 日 学生数
平 均 値

(%)
標準偏差

(%)
標準誤差

(%)
変動係数

H月 2日

9日

16日

30日

42

46

45

39

2345

2222
1664

2189

1524

1349

1276

1386

235
199
190
222

064
060

076

063
12月  7日

14日

21日

44

42

39

1366

1643

1467

1036

1201

11 13

156

185
178

o75
073
075

1月 25日 1245 1091 164 087
2月  1日 1282 1018 152 079

授業実施 日 学生数
平 均 値

(%)
標準偏差

(%)
標準誤差

(%) 変動係数

10月 29日 3323 1596 230 048
11月  5日

12日

19日

26日

30

44

48

48

1970

2280
2167

1719

1611

1401

1161

1148

294
211

167
166

081

061
053
066

12月 10日

17日

39

47

1746
1847

1156

1168
185

170

066
063

1月 14日 1150 872 075



授 業 実施 日 学 生数
平 均 値

(%)
標 準 偏 差

(%)
標 準 誤 差

(%) 変動係 数

10月 30日 2935 1259 186 042
11月  7日

14日

28日

45

31

40

2267
2035

1975

1195
1149

1004

178
206

159

052
056

050

12月  5日

12日

41

43

1931

1679

1215

1348

190

206
062
080

1月 16日

30日

1398
1480

903
995

136
147

064

067

表 3 土曜 2限 1年生の卓球授業に伴うラリーミス率の変化

月曜 3限  (2年 生 )

％

３０

ヽ
ヽ
　

　

ス
　

　

率

16     30    12/7    14     21    1/25

授 業 実 施 日 (月 /日 )

図 1 卓球授業実施にともなうストロークミス率

の変化



木 曜 4限  (1学 年 )

ヽ
ヽ
　

　

ス
　

　

率

1",11 11"II'|

10/29 11/5  12   19  26  12/10  17  1/14

授 業 実 施 日 (月 /Π )

図 2 卓球授業実施にともなうス トロークミス率

の変化

:

10/30   11/7     14      28    12/5     12     1/16

授 業 実 施 曰 (月 /曰 〉

図3 卓球授業実施にともなうス トロークミス率
の変化
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